


 昭和 42年 8月 単独公共下水道事業に着手（本市単独処理・合流式下水道でスタート）
    　都市計画決定
    　公共下水道事業認可

  42年 10月 下水道事業審議会設置

  43年 3月 下水道条例制定

  43年 4月 下水道事業受益者負担金賦課徴収開始

  43年 5月 指定下水道工事店制度発足

  44年 5月 相模川流域下水道都市計画決定（本市を含む11市町（当時）が参画）
    （さらに平成元年までに5市町が加わり、9市7町の16市町（当時）になる。）

  47年 3月 相模川流域関連公共下水道基本計画策定
    相模川流域関連公共下水道事業に変更

  51年 10月 都市計画決定（城山町）

  52年 2月 公共下水道事業認可（城山町）

  54年 6月 水洗便所改造等工事資金融資制度を開始

  54年 7月 公共下水道処理開始
    相模川流域下水道左岸幹線使用開始

  54年 7月 公共下水道使用料徴収開始

  62年 3月 相模川流域下水道座間海老名幹線使用開始

 平成 元年 4月 深堀ポンプ場稼働

 　　 元年 11月 都市計画決定（津久井町・相模湖町・藤野町）

  2年 3月 公共下水道事業認可（津久井町・相模湖町・藤野町）

  10年 4月 合流式下水道の改善（分流化）事業に着手

  13年 3月 市街化区域ほぼ全域の汚水管整備終了（人口普及率97.4％）

  13年 4月 雨水浸透ます設置助成金交付事業を開始

  14年 4月 市街化調整区域の汚水整備事業に着手

  15年 4月 上下水道料金一括納付制度開始・中核市へ移行　
    公共下水道事業受益者分担金賦課徴収開始

  18年 3月 津久井町・相模湖町と合併

  19年 3月 城山町・藤野町と合併

  20年 4月 旧津久井4町の下水道計画見直し（浄化槽整備を計画に取込む）

  22年 4月 政令指定都市移行（全国で19番目）

  25年 4月 地方公営企業法（一部）適用

相模原市の公共下水道のあゆみ
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なぜ下水道が必要なの？
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下水道の整備と管理
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マンホール蓋【汚水】
（けやき）

相模湖デザインあじさいデザイン

マンホール蓋【雨水】
（あじさい）

　足元に目をやると、普段何気なく歩いている
道にも、市の花「あじさい」や市の木「けやき」の
絵柄のマンホールがあることに気づくでしょう。
　下水道は目立ちませんが、みなさんの快適な
生活を支えています。

　マンホールカードは、全国統一規格で製作される
マンホール蓋の情報を掲載したコレクションカード
です。このマンホールカードを通じて、重要なライフ
ラインである「下水道」に関心をもっていただくこ
とを目的としています。また、１種類につき１箇
所でしか配布されないため、観光振興としての役割
も期待されています。
① あじさいデザイン
　配布場所：相模原市役所第１別館２階
② 相模湖デザイン
　配布場所：相模湖観光案内所
詳しくは市のホームページにてご確認ください！
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衛生的で美しい街へ 浸水を防ぐ

川や海をきれいに 水洗トイレで快適な暮らしを

～悪臭や、蚊・ハエの発生を防ぎ、
　衛生的で美しい街を保ちます～

～大雨の時でも浸水の心配がなくなり、
　安心して暮らせる街をつくります～

～家庭や工場から出される汚れた水を
　処理場できれいにし川や海に流すことで、
　水質・自然環境を保全します～

～生活あるいは生産活動に伴って
　生じる汚水が速やかに排除され、
　生活環境が向上します～

　水は、私たちの暮らしになくてはならないものです。しかし、普段の生活の中で使われた
水は、気にも留めずに流されているのも事実です。
　流された水も、まだ生きています。下水道はそうした水のとおりみちであり、快適な暮らし
づくりのための大切な施設なのです。

2

本市の下水道事業体系

本冊子では主に公共下水道事業についてご説明します。

公共下水道事業（汚水・雨水）
　　　　　　　　　相模川流域下水道へ接続（汚水）
農業集落排水事業
高度処理型浄化槽事業

　空から降る雨は川や湖に流れ込み、そこからくみ上げられた水は私たちの生活の中で使わ
れます。使われた水は、再び川や海に流れ込み、海の水は蒸発して、雲をつくり、雨を降ら
せます。これを「水の循環」といいます。
　下水道はこの水の循環の中で、私たちが生活の中で使って汚れた水をきれいにしてから
川や海に戻す役割や、降った雨を安全に川や海に流したりすることで家や道路などの浸水を
防ぐ役割があります。普段私たちが意識しない場所で、下水道は水の循環においての大きな
役割を担っているのです。

せせらぎせせらぎ

工場工場

処理場処理場
街街

浄水場浄水場

川川

湖湖

ダムダム

海海

蒸発蒸発
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　私たちが使った後の汚れた水（汚水）と、降った雨（雨水）を合わせて「下水」と呼びます。

　下水を流す方法には、分流式と合流式があり、相模原市では、一部の地域を除いて分流式
です。これから整備する地域も分流式を採用します。

　下水は道路の下に埋められた下水管へ流れ込みます。この下水管は「汚水」を処理場まで
運んだり、「雨水」を川や海まで運ぶ役目をしています。処理場へ集められた汚水は様々
な施設によって浄化され、きれいな水に生まれ変わり、川や海へ流されます。

下水道の仕組み

下水とは？

分流式

合流式

汚水と雨水を別々に流す方式で、汚水は処理場で浄化して川や海へ流します。
雨水は川へ直接流します。

汚水と雨水を一緒に集めて処理場で浄化したうえ、川や海へ流す方式です。しかし、
大雨の際に汚水を含んでいる一部の水が川へ流されてしまうなど、衛生上・水質保全上
の問題があるため、相模原市では合流式下水道の分流化を行っています。

+ ＝汚 水 雨 水 下 水

宅地内に降った雨を地中に
浸透させ、地下水への浸透に
よる水循環の保全や、道路
冠水等の軽減、川の氾濫防止
のため雨水浸透ますの設置を
お願いしています。

家庭から出た汚水をスムーズ
に下水管へ運ぶためのもので、
下水管の検査や清掃のときに
も使われます。

下水管の接続や清掃、管理、
障害物の除去や修繕のために
欠かせない施設です。

工場排水の中 には下水管
をつまらせた り、あ る い
は下水処理 に悪影響を
与えるもの があるので、
このような 障害を取り
除く施設で す。

汚水を集めて処理場へ運び
ます。ポンプ場は、低地区域
の汚水を高地へ送水します。

雨水を集めて川や海へ運びます。

汚水は最終的にここに集められ、
様々な施設を通り、きれいな
水となり海や川へ流されます。
市内からでる汚水は、茅ヶ崎市
内にある柳島水再生センター
で処理されます。

雨水浸透ます 公共汚水ます マンホール 除害 施設 下水管（汚水管）・ポンプ場
相模川流域関連市町（９市３
町）の汚水を集めて処理場へ
運びます。

流域下水道

下水管(雨水管）

処　理　場

流域下水道（幹線） 処理場公共下水道

下水管　　  （雨水管）

下水管（汚水管）

排水設備雨水浸透ます※

マンホール公共汚水ます マンホール公共汚水ます
除害施設

ポンプ場

除害施設

ポンプ場

※相模原市では宅地内へ降った雨水は宅地内での処理をお願いしております。
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相模原市の公共下水道相模原市の公共下水道
　相模原市の公共下水道は昭和42年から整備に着手しました。昭和44年には相模川流域
下水道事業に参画し、昭和54年7月から一部の区域で処理を開始しました。
　下水道をより広い地域に普及するため、市の重点施策として整備を進めた結果、平成
12年度末までに市街化区域のほぼ全域の整備が完了し、平成14年度からは生活排水対策の
一環として、市街化調整区域の公共下水道（汚水）整備に着手しました。
　津久井地域においても、平成24年度末までに、用途地域のほぼ全域の整備が完了しました。
　加えて、合流式下水道を分流化する工事や、生活排水対策としての浄化槽整備にも取り
組み、住みよい環境づくりのための努力を続けています。

　相模原市の公共下水道は昭和42年から整備に着手しました。昭和44年には相模川流域
下水道事業に参画し、昭和54年7月から一部の区域で処理を開始しました。
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　加えて、合流式下水道を分流化する工事や、生活排水対策としての浄化槽整備にも取り
組み、住みよい環境づくりのための努力を続けています。

ポンプ場の役割
　下水道は、整備する際、管に勾配をつけることで、高い所から低い所へ流れる力を利用して
少しずつ汚水を処理場まで運んでいきます（自然流下）。
　しかし、地形の状況等により汚水の自然流下が困難な場所では、ポンプ場を設け高台への
送水を行っています。
　相模原市には、境川・相模川沿いに６か所の市が管理するポンプ場があります。
　6か所のポンプ場は、深堀ポンプ場で一括管理され、24時間体制で運転・管理を行っています。

深堀ポンプ場
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　下水道を整備する計画を立て、工事を行います。下水管の工事は、管の大きさや、埋設
する深さ、土質、地形等を考えながらその場所に合った工事方法を採用しています。
　主なものは、開削工法、推進工法、シールド工法等です。
　工事中は、交通規制など、日常生活にご不便をおかけすることになりますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

　下水道を整備した後も、放っておくと詰まってしまうこともあり、正常な状態を保つため
に、下水管やマンホールなどの清掃・点検・修繕を行っています。 

道路面を掘って下水管を埋めていく工法

機械でトンネルを掘り、セグメント（ブロック状の壁）を組み立て、下水管を作る工法

下水管の先端に刃口等を取り付け、
推進用ジャッキにより、順次下水管を
継ぎたしながら土中に押し込んでいく工法

開削工法

シールド工法

推進工法

トイレットペーパー

以外の紙や油、ゴミは

流さないでください

市内に処理場が
ないなんて

知らなかったなぁ

　相模原市は処理場を有しておらず、
市内の汚水は茅ヶ崎市内にある柳島水再生
センターで処理されています。これは、
相模原市が「相模川流域下水道事業」へ
参画しているためであり、相模川流域
下水道事業は、相模川の水質・水資源
確保の目的から神奈川県と相模川流域の
12市町で運営する事業です。
　市内の各家庭や事業所などの汚水は
左岸幹線と座間海老名幹線により柳島水
再生センターまで運ばれ、きれいな水に
処理されて相模湾へ流されます。

相模原市の汚水を
処理している
柳島水再生センター

相模原市の汚水を処理している施設である
「柳島水再生センター」について紹介します！

Ｑ　柳島水再生センターとは
Ａ　柳島水再生センターは、相模川河口の茅ヶ崎市側に位置し、
昭和52年12月に処理を開始しました。
相模川流域の関連市町７市１町の下水を処理しています。
（茅ヶ崎市、平塚市、藤沢市、海老名市、綾瀬市、座間市、
相模原市、寒川町）
現在は、１日に最大539,100㎥の下水を処理する水処理施設
や汚泥処理施設が稼働しています。

Ｑ　下水を処理するために１年間でどの位お金を払っていますか
Ａ　本市公共下水道事業の維持管理に要する経費の約６割（約30

億円）を払っています（令和元年度末時点）。
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　市民の皆さまには宅地内に雨水浸透ますの設置をお願いしています。一人でも多く、雨水
を地下に浸透させる取組を行うことが大切です。
　また、万が一、浸水被害が発生した場合に備え、自分の身を守るために浸水に対する備え
や事前にハザードマップ等で浸水想定箇所などを確認するようにしてください。

　雨水浸透ますは、宅地内に降った雨水を雨
どい等から集水し、地中へ浸透させる施設です。
　既に雨水浸透ますを設置していても、土砂
や落ち葉が溜まってしまうと浸透の効果が
発揮されないため、定期的に清掃を行うなど
の適切な維持管理をお願いします。

公共
汚水ます
公共
汚水ます

道路道路

汚水管汚水管

雨水浸透ます雨水浸透ます

汚水、雑排水には臭気対策用の
トラップが必要です。
汚水、雑排水には臭気対策用の
トラップが必要です。

雨水浸透ます雨水浸透ます 排水設備排水設備

雨水浸透ます等の維持管理について

　市が認定した雨水浸透ますを設置してい
ただく方に、設置費用の一部を市が助成し
ます。

雨水浸透ます助成金制度

　過去に１時間で記録した市内最大降雨を
シミュレーションし、浸水想定区域を浸水
の深さごとに色付けしています。
　自宅の位置と避難場所を確認し、浸水しや
すい場所や危険な場所を避けて、避難経路
を設定しましょう。

浸水被害に備えるためにハザードマップを持とう

　ご家庭にあるものや身近な道具を使って、
玄関だけでなく床下への浸水対策の準備を
しましょう。

浸水被害を防ぐためにできること

避難場所
について

　市は避難勧告や避難指示を発令する場合、あらかじめ市が指定した避難場所を開設します。開設
状況は、ひばり放送等で案内しますので、速やかに避難行動を開始してください。ただし、避難場
所までの経路が冠水して危険と判断された場合など、やむを得ない場合には、自宅や身近な高い建
物の２階以上などの高いところに避難してください。

浸水（内水）ハザードマップとは
　大雨によって雨水管などで排水ができない場合や、八瀬川や姥川などの市が管理す
る河川から水があふれた場合に、発生が想定される浸水の範囲とその深さを示す「浸水
想定区域」と、今後、市が緊急的に対策を実施する予定の「浸水対策実施区域」、更に
避難所や避難時の危険箇所などを示した防災マップです。（市域の一級及び二級河川の
氾濫範囲等については、洪水ハザードマップをご参照ください。）
　このマップを活用し、ご自宅などで浸水するおそれがないか、避難場所などと併せ
て確認するとともに、日ごろから大雨による浸水被害に備えましょう。

平成24年9月 発行
平成30年8月 改訂 相模原市 危機管理課

下水道経営課
災害時活用情報に関すること
浸水想定区域、浸水対策実施区域に関すること

042-769-8208
042-707-1890

相 模 原 市 役 所
危 機 管 理 課
道 路 計 画 課
下 水 道 経 営 課
下 水 道 保 全 課
河 川 課
緑 土 木 事 務 所
津 久 井 土 木 事 務 所
中 央 土 木 事 務 所
南 土 木 事 務 所
津久井下水道事務所
緑　区役所（地域振興課）
中央区役所（地域振興課）
南　区役所（地域振興課）

042-754-1111㈹
042-769-8208
042-769-8373
042-707-1890
042-769-8270
042-769-8273
042-775-8818
042-780-1417
042-769-8266
042-749-2213
042-780-1409
042-775-8801
042-769-9801
042-749-2135

相 模 原 消 防 署
南 消 防 署
北 消 防 署
津 久 井 消 防 署
相 模 原 警 察 署
相 模 原 南 警 察 署
相 模 原 北 警 察 署
津 久 井 警 察 署
気象庁横浜地方気象台

国 土 交 通 省
相 武 国 道 事 務 所

厚 木 土 木 事 務 所
津久井治水センター

042-751-0119
042-744-0119
042-774-0119
042-685-0119
042-754-0110
042-749-0110
042-700-0110
042-780-0110
045-621-1999

042-643-2008

042-784-1111㈹

　市は、気象庁が
発表する情報や
被害の発生状況を
もとに、避難情報
を発令します。避難
情報の種類と、発令
されたときに取る
べき行動を右に
示します。

　発令対象地域で、「避難に時間が必要な方」や「避難に際して介助が必要な方」は、家族や近所の方と協力して避難
行動を開始してください。それ以外の方は、家族との連絡や非常持ち出し品の確認など避難行動の準備をしてください。

　相模原市の緊急時の災害避難情報等を、より多く
の方に提供するため、NTTドコモが提供する緊急速
報「エリアメール」、KDDI・ソフトバンク・ワイモバイル
が提供する「緊急速報メール」を活用し、相模原市内
の対応する携帯電話へ緊急性の高い災害・避難情報
の一斉配信をしています。

●受信できる機種・条件
　各社サービスの対応機種であり、受信設定がされている必要があります。対応機種や受信
設定の詳細につきましては、各社窓口、またはホームページ等でご確認ください。
●配信する情報
　相模原市が配信元となり、「避難準備・高齢者等避難開始」・「避難勧告」・「避難指示
（緊急）」等の生命に関わる緊急性の高い情報を携帯電話の対応機種に配信します。

竜巻注意情報 神奈川県に発表された場合に自動配信
気象警報・注意報 相模原市域に発表された場合に自動配信

地震情報 相模原市域で地震が発生した場合に自動配信
河川水位情報 水位が基準値を超えた場合に自動配信
雨量情報 雨量が基準値を超えた場合に自動配信
天気予報 相模原市域の天気予報を自動配信
重要なお知らせ 災害による通行止めや広域的な停電情報等を配信
ひばり放送 ひばり放送でお知らせした内容を配信

安全・安心情報 地域の事件等を配信

緊急速報「エリアメール」、緊急速報メール

気象警報・注意報、気象情報
　雨の強さと降り方に注意して、早めの避難を心がけましょう。雨量の状況に応じて、次のような
基準で大雨警報や洪水警報等が気象庁から発表されます（区域名は「相模原」で発表されます）。

大雨警報発表時に、現在の降雨がその地域にとって災害の発生につながるような、まれにしか観測しない雨量である
ことをお知らせするために発表されます。

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大な災害が発生する恐れがあると予想した時に発表されます。

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害が発生する恐れがあると予想した時に発表されます。
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台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若しくは数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により
大雨になると予想される場合に発表されます。大雨特別警報
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洪水注意報
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記録的短時間大雨情報

●アカウント名 ： 相模原市災害情報　●ユーザー名 ：＠sagamihara_kiki　 ●主な投稿内容 ： 地震、災
害等に関する情報、避難勧告、指示等に関する情報、国民保護に関する情報　等
※情報提供の方法は、発信のみとなります。

Twitter

　「エフエムさがみ」は、周波数83.9MHｚ（メガヘルツ）のコミュニティ・FM放送です。災害時には、
通常放送が緊急放送に切り替わり、「ひばり放送」もラジオで聞くことができます。また、市内のきめ
細かい災害情報も放送します。

配信内容…主に「ひばり放送」の内容を配信するほかに、防災情報を配信します。
データ放送の表示方法…❶tvk（デジタル3ch）の画面からリモコンのdボタンを押します。　❷データ放
送を表示させ、マイタウン情報を選択します。　❸相模原市の専用ページを表示させ、防災ひばり放送
を選択します。　❹防災ひばり放送のページを表示させ、確認したい件名を選択します。

tvkデータ放送

　気象警報・注意報、竜巻注意情報、地震情報、河川水位情報、雨量情報、ひばり放送など、登録す
れば、どなたでも防災に関する情報が携帯電話やパソコンに配信されます。

※一部の携帯電話やIP電話からの利用は出来ません。

防災・危機管理、消防情報

　相模原市防災行政用同報無線「ひばり放送」では、大雨時に避難情報が発令された
場合等に防災情報を放送します。

防災メール etc
！
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危険性危険性

高

避難準備・高齢者等避難開始

　発令対象地域の方は、あらかじめ決めておいた避難場所への避難行動を開始してください。
避難勧告

　非常に危険な状況なので、避難をしていない方は、大至急避難してください。避難場所に避難することが困難な
場合には、鉄筋コンクリート等の堅固な建物の２階以上（斜面と反対側の部屋）に避難するなど、命を守るための行動
を取ってください。

避難指示（緊急）

避難場所
について
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所までの経路が冠水して危険と判断された場合など、やむを得ない場合には、自宅や身近な高い建
物の２階以上などの高いところに避難してください。
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過去の浸水履歴については、地区別防災カルテをご覧いただくか、危機管理課にお問い合わせください。　042-769-8208

市ホームページの　防災・危機管理情報　消防情報　➡　防災マップ

詳しくは、相模原市緊急雨水対策事業実施計画をご覧ください。

市ホームページの　市政情報　➡　下水道　➡　公共下水道

　市域の一級及び二
級河川（相模川、境
川、鳩川、道保川、串
川、道志川）の氾濫の
範囲や想定条件等に
ついては、相模原市
洪水ハザードマップ
をご参照ください。

市ホームページの　防災・危機管理情報　消防情報　➡　防災マップ

浸水対策実施区域（緑区太井、三ヶ木、若柳）

2.0ｍ以上4.0ｍ未満
1.5ｍ以上2.0ｍ未満
1.0ｍ以上1.5ｍ未満
0.5ｍ以上1.0ｍ未満
0.2ｍ以上0.5ｍ未満

浸水対策実施区域
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津久井中央小学校
中野小学校
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寸沢嵐833
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津久井総合事務所津久井総合事務所
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橋本まちづくりセンター橋本まちづくりセンター

大野南まちづくりセンター大野南まちづくりセンター

内郷駐在所内郷駐在所

津久井消防署津久井消防署

浸水想定区域及び
浸水対策実施区域

　この浸水（内水）ハザードマップは、過去に記録した１時間に96.5mm（平成20年）と同じ降雨が市域全域に同時
に降った場合に、浸水が広がる範囲とその深さを想定した区域（浸水想定区域）を記載しています。
（旧津久井町、旧相模湖町、旧藤野町においては、浸水が想定されません。）
　また、今後10年間で市が緊急的に浸水対策を実施する予定の区域（浸水対策実施区域）についても記載しています。
　雨は自然現象のため、ゲリラ豪雨の発生や地域状況の変化などによっては、このマップで着色されていない区域
においても浸水が起こる可能性があります。
　そのため、このマップは詳細な場所の浸水想定を把握することよりも、ひとつの目安として活用していただき、
おもて面の情報を参考に浸水への備えを心がけてください。
　なお、色覚異常のある方もご覧いただけるよう、色や形状で区別がつくように調整を行っています。

浸水対策実施区域一覧浸水対策実施区域一覧
番号 所　在番号 所　在 番号 所　在番号 所　在

緑区太井
緑区向原
緑区下九沢
緑区三ヶ木
緑区川尻
緑区若柳
緑区城山
中央区松が丘
中央区田名
中央区上溝
南区大野台
南区古淵

南区相模台
南区相南
南区上鶴間
南区上鶴間
南区上鶴間
南区西大沼
南区当麻
南区東大沼
南区南台
南区上鶴間
南区鵜野森
南区新戸

清掃前 清掃後

市ホームページ
下水道経営課、各区行政資料コーナー

　今後は整備から管理の時代と表現されるように、過去に整備した下水道の維持管理に重点
が置かれるようになり、点検・調査及び修繕・改築を効率的かつ効果的に行う必要があります。
また、災害に備えた施設にすることも必要です。
　相模原市では、下水道の長寿命化及び耐震化についても対策を進めています。

　大雨による浸水被害を解消するため、公共下水道（雨水管）の
整備を進めています。
　市街地化が進む前は、降った雨の多くは地中へ浸透していた
ため、雨水が下水管や川へ直接流れ込む量は抑えられていま
した。
　しかし、市街化の進展に伴い、雨が浸透する地面が舗装化され、
地中に浸透する水の量が減ったため、浸水被害が発生しやすくなりました。
　さらに、近年は短時間に局地的に激しい雨を降らせる「局地的豪雨（ゲリラ豪雨）」が増加
傾向にあり、下水管や川への負荷が大きくなることで浸水被害が拡大することも考えられます。
　そこで市では、大雨による浸水被害の軽減・解消に向けて、公共下水道（雨水管）の整備
に加えて貯留管、浸透施設等を複合的に組み合わせるハード面での対策を行ない、市民の
皆さまには雨水の宅地内浸透（ソフト面での対策）をお願いしています。

耐震化工事の例（管更生工法）

長寿命化・耐震化

浸水対策
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公園貯留

調整池
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貯留・浸透施設のイメージ
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